
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散乱放射線被曝により慢性骨髄性白血病となった永井隆博士は、２ヶ月後に原子爆弾で被爆。
被災者の救護活動を行い、この如己堂で平和の著作活動や研究活動を行った。 
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私
達
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
セ
ガ
労
働
組

合
は
２
３
年
秋
闘
・
年
末
一
時
金

要
求
を
セ
ガ
及
び
セ
ガ
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
へ
、
１
０
月

４
日(

水)

提
出
し
ま
す
。 

要
求
内
容
は
以
下
で
す
。 

１
、 

ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
時
給
を
２
０
０
０
円

以
上
に
す
る
こ
と
。 

 

２
、 

ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
派
遣
・
請
負
社
員
を

本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
正
社 

員
に
す
る
こ
と
。 

 

３
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
退
職
金
制
度
を
設
け

る
こ
と
。 

４
、
新
人
事
制
度
を
廃
止
し
、
導

入
前
の
賃
金
体
系
に
戻
す
こ
と
。 

 
 ５

、
昇
格
の
基
準
を
明
確
に
し
、

社
員
が
納
得
で
き
る
昇
格
制

度
に
す
る
こ
と
。 

 

６
、
人
事
制
度
に
お
い
て
評
価
給

が
テ
ー
ブ
ル
の
上
段
に
達
し

た
場
合
、
昇
格
試
験
の
機
会

を
与
え
る
こ
と
。 

 

７
、
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日

制
、
３
５
時
間
労
働
と
す
る

こ
と
。 

 

８
、
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有

期
契
約
社
員
の
給
与
を
、
定
年

時
の
月
額
基
準
内
賃
金
の
８

０
％
で
算
定
し
支
給
す
る
こ
と
。

希
望
す
る
も
の
に
は
７
０
歳
ま

で
再
雇
用
す
る
こ
と
。 

 

９
、
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年

間
５
万
円
分
に
す
る
こ
と
。 

ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
こ
と
。 

１
０
、
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、

会
社
分
割
・
合
併
・
営
業
譲

渡
な
ど
企
業
組
織
の
変
更
、

子
会
社
の
設
立
、
海
外
へ
の

生
産
移
転
、
工
場
・
営
業
所

の
進
出
、
新
業
種
の
進
出
・

業
種
転
換
、
資
本
の
移
動
、

企
業
間
提
携
、
廃
業
、
企
業

倒
産
に
か
か
わ
る
私
的
・
法

的
手
続
き
の
申
立
・
実
行
、

そ
の
他
、
重
要
な
経
営
施
策

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
労
働

組
合
と
事
前
に
協
議
し
、
同 

意
を
得
た
う
え
で
実
行
す
る

こ
と
。 

１
１
、
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に

つ
き
基
準
内
賃
金
の
２
ヶ

月
分
と
す
る
こ
と
。 

 

１
２
、
家
族
手
当
を
妻
３
万
円
、

子
（
出
生
児
か
ら
大
学
卒

業
ま
で
）
２
万
円
と
す
る

こ
と
。 

 

１
３
、
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
を
、

一
般
従
業
員
に
も
現
行
１

０
日
か
ら
最
高
６
０
日

（
休
日
除
く
）
を
与
え
る

こ
と
。
診
断
書
代
の
実
費

を
会
社
負
担
と
す
る
こ
と
。 

 

１
４
、
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合

を
労
使
３
対
７
に
す
る
こ

と
。 

 

１
５
、
勤
続
３
ヶ
月
以
上
の
、
本

人
の
結
婚
祝
い
金
を
現
行

５
万
円
か
ら
１
０
万
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
。 

（
セ
ガ
の
み
） 

 
 

 

２
３
年
秋
闘 

年
末
一
時
金 

要
求
提
出 

      

 



１
６
、
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の

結
婚
休
暇
は
、
連
続
２
週

間
（
休
日
含
む
）
と
し
、

子
供
が
結
婚
す
る
と
き
は

３
日
（
休
日
を
含
ま
ず
）

と
す
る
こ
と
。 

 

 

１
７
、
忌
引
休
暇
を
、
喪
主
７
日
、

正
父
母
・
配
偶
者
・
子
供

の
場
合
７
日
、
祖
父
母
・

兄
弟
・
姉
妹
・
配
偶
者
の

父
母
の
場
合
５
日
、
伯

（
叔
）
父
・
伯
（
叔
）
母
・

配
偶
者
の
兄
弟
の
場
合
２

日
に
す
る
こ
と
。 

 

１
８
、
弁
当
代
補
助
を
１
カ
月
１

万
円
支
給
す
る
こ
と
。 

  

１
９
、
家
賃
補
助
５
万
円
を
支
給

す
る
こ
と
。 

 

２
０
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
に
社
員
同
様
、
慶

弔
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と
。 

 

２
１
、
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機

や
早
退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、

正
規
、
非
正
規
に
か
か
わ

ら
ず
賃
金
を
１
０
０
％
保

証
す
る
こ
と
。 

 
２
２
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
１
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
１
６
０
円
を

超
え
た
ら
１
キ
ロ
４
輪
車

３
６
円
２
輪
車
１
８
円
に

て
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
手
当

支
給
す
る
こ
と
。 

 
 
 

（
Ｓ
Ｌ
Ｓ
の
み
） 

 

２
３
，
ス
ポ
ッ
ト
業
務
等
で
外
部

倉
庫
に
て
作
業
し
た
際
、

外
勤
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
。（
Ｓ
Ｌ
Ｓ
の
み
） 

 

年
末
一
時
金 

セ
ガ 

２
０
２
３
年
年
末
一
時
金
と
し
て
、

基
本
給
の
４
ヵ
月
分
を
支
給
す
る

こ
と
。
た
だ
し
査
定
を
行
わ
な
い

こ
と
。
有
期
契
約
社
員
に
も
正
社

員
同
様
支
給
す
る
こ
と
。
及
び
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従

業
員
に
も
、
年
末
一
時
金
を
支
給

す
る
こ
と
。 

Ｓ
Ｌ
Ｓ 

２
０
２
３
年
年
末
一
時
金
と
し
て
、

賞
与
資
格
別
基
準
額
を
２
万
円
底

上
げ
し
、
係
数
４
．
０
を
支
給
す

る
こ
と
。
た
だ
し
査
定
を
行
わ
な

い
こ
と
。
有
期
契
約
社
員
に
も
正

社
員
同
様
支
給
す
る
こ
と
。
及
び

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト

従
業
員
に
も
、
年
末
一
時
金
を
支

給
す
る
こ
と
。 

   

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
秋
闘
統
一
要
求 

「
安
心
し
て
働
き
や
す
い
職
場
を
求

め
る
統
一
要
求
」 

 

す
べ
て
の
労
働
者
の
均
等
待
遇
を
実

現
す
る
要
求
。 

賃
金
・
一
時
金
・
手
当
、
特
別

休
暇
、
退
職
金
等
の
労
働
条
件
に

お
い
て
、
性
別
、
雇
用
形
態
、
国

籍
な
ど
に
よ
る
格
差
を
な
く
し
、

均
等
待
遇
を
実
現
す
る
こ
と
。 

 

労
働
者
の
権
利
と
雇
用
を
守
る
要

求
。
労
働
者
の
雇
用
を
守
る
と
い

う
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
。 

本
人
の
希
望
に
も
と
づ
き
、
労
働

者
の
正
社
員
化
を
促
進
す
る
こ
と
。

職
務
給
（
ジ
ョ
ブ
型
人
事
制
度
）

な
ど
に
、
査
定
、
成
果
主
義
を
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
。 

 

こ
れ
ら
会
社
か
ら
の
回
答
日
は 

 

１
０
月
１
８
日(

水)

予
定
で
す
。 



掌
編
小
説 

ケ
ヤ
キ
の
木 

 
 
 
 
 
 
 
 

仙
洞
田
一
彦 

 

な
ん
と
か
い
う
会
社
が
、
会
社

の
前
の
街
路
樹
を
除
草
剤
で
枯
れ

さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
が

起
き
た
。
ち
ょ
う
ど
時
期
を
同
じ

く
し
て
、
私
の
住
む
公
営
ア
パ
ー

ト
で
も
似
た
よ
う
な
事
件
が
起
き

た
。 枯

れ
た
木
は
ア
パ
ー
ト
と
公
園

の
境
目
に
立
つ
ケ
ヤ
キ
で
、
高
さ

十
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
と
思
わ
れ
る

大
き
な
木
で
、
境
界
石
を
挟
ん
で

公
園
側
に
立
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
公
有
地
だ
が
、
管
轄
が
違
う
。 

こ
の
ケ
ヤ
キ
が
真
夏
に
突
然
枯

葉
に
な
り
、
葉
が
落
ち
て
裸
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
日
々
の
生
活
に

追
わ
れ
、
公
園
の
木
な
ど
目
に
入

ら
な
い
が
、
今
年
の
夏
は
ち
ょ
っ

と
目
を
引
い
た
。
例
の
事
件
が
起

き
た
か
ら
だ
。 

 

ア
パ
ー
ト
は
五
階
建
て
の
一
棟

き
り
で
、
一
つ
の
階
十
室
十
所
帯
。

建
物
の
周
り
に
植
え
込
み
が
あ
り
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。
別
棟
に
集
会
室
と
保

育
園
の
あ
る
建
物
が
あ
る
。
そ
の

建
物
と
は
金
網
の
柵
で
仕
切
ら
れ

て
公
園
が
あ
り
、
反
対
側
に
は
マ

ン
シ
ョ
ン
が
い
く
つ
か
並
ん
で
い

る
。
わ
ず
か
五
十
所
帯
の
ア
パ
ー

ト
で
も
、
五
十
年
近
く
経
つ
と
い

ろ
い
ろ
あ
る
。 

 

五
十
年
間
、
一
月
と
八
月
を
除

い
た
月
の
、
第
二
日
曜
日
朝
の
一

時
間
、
全
所
帯
か
ら
人
が
出
て
、

建
物
の
周
り
の
植
え
込
み
の
草
刈

り
、
草
む
し
り
や
掃
除
を
し
て
き

た
。
ア
パ
ー
ト
の
敷
地
内
に
は
、

表
通
り
と
つ
な
が
っ
て
い
る
道
路

が
あ
り
、
道
路
に
そ
っ
て
植
え
込

み
が
あ
り
、
背
丈
の
低
い
樹
木
が

あ
っ
た
り
、
草
花
が
植
え
ら
れ
て

い
た
。
横
長
の
ア
パ
ー
ト
の
前
と

後
ろ
に
も
植
え
込
み
が
あ
っ
た
。

春
か
ら
夏
ま
で
の
間
の
掃
除
の
日

は
、
樹
木
の
消
毒
も
し
た
。
秋
か

ら
冬
は
落
ち
葉
を
掃
き
集
め
た
。 

 

住
ん
で
い
る
人
た
ち
も
、
初
め

か
ら
い
る
人
だ
っ
て
、
入
っ
た
時

は
二
十
代
で
も
、
も
う
七
十
代
だ
。

亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
。
家
を
建

て
た
と
言
っ
て
出
た
人
も
い
る
し
、

一
人
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
て
、

子
ど
も
に
引
き
取
ら
れ
て
い
っ
た

人
も
い
る
。
子
ど
も
と
い
っ
た
っ

て
、
入
居
当
時
小
学
生
で
も
、
今

は
も
う
い
い
年
を
し
た
大
人
だ
。

国
籍
は
日
本
か
も
知
れ
な
い
が
、

外
国
人
も
増
え
た
。
空
き
室
に
は
、

若
い
人
が
入
っ
て
く
る
か
ら
、
ま

っ
た
く
高
齢
化
す
る
一
方
で
も
な

い
。
小
学
生
の
子
を
持
つ
人
も
入

っ
て
く
る
。 

 

昔
は
掃
除
の
日
、
五
十
人
近
く

が
集
ま
っ
て
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

第
二
日
曜
日
、
掃
除
の
日
を
忘
れ

て
家
に
い
た
。
今
日
は
外
が
い
や

に
に
ぎ
や
か
だ
。
笑
い
声
が
聞
こ

え
る
、
話
し
声
が
聞
こ
え
る
。
外

を
の
ぞ
く
と
掃
除
の
日
だ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

今
は
静
か
な
も
の
だ
。
出
て
来

る
人
は
三
分
の
二
く
ら
い
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
に
ぎ
や
か
な
時
を

知
る
者
に
と
っ
て
は
寂
し
い
。
昔

を
懐
か
し
む
老
人
の
愚
痴
か
。
違

う
。
み
ん
な
が
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ

て
、
元
気
を
な
く
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。 

 

住
民
に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
、

植
え
込
み
に
も
歴
史
が
あ
る
。
勝

手
に
小
さ
い
区
画
を
作
っ
て
、
草

花
を
植
え
た
り
す
る
人
も
い
る
。

中
に
は
車
が
停
め
ら
れ
る
よ
う
に
、



木
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
人

も
い
た
。
本
当
は
共
有
部
分
だ
か

ら
、
で
き
る
の
は
雑
草
の
草
む
し

り
く
ら
い
で
、
勝
手
は
出
来
な
い

は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
、
我
慢
で
き

る
許
容
範
囲
だ
っ
た
の
か
問
題
に

な
ら
な
か
っ
た
。
植
え
込
み
に
車

を
止
め
て
い
た
人
も
、
い
つ
し
か

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に

親
し
く
し
て
い
る
人
で
な
い
限
り
、

亡
く
な
っ
た
の
か
、
引
っ
越
し
て

い
な
く
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。 

 

あ
あ
、
何
時
も
あ
る
車
が
な
い
。

そ
う
思
う
日
が
続
い
て
、
あ
の
人

は
ど
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
気
付

く
く
ら
い
で
あ
る
。 

 

去
年
、
植
え
込
み
に
防
草
シ
ー

ト
が
張
ら
れ
た
。
ゴ
ム
製
か
、
ビ

ニ
ー
ル
製
か
わ
か
ら
な
い
が
、
黒

い
シ
ー
ト
が
植
え
込
み
に
張
ら
れ

た
。
字
の
通
り
草
が
生
え
る
の
を

防
ぐ
も
の
だ
。
ま
ず
草
を
根
か
ら

掘
り
出
し
、
そ
こ
に
シ
ー
ト
を
張

る
の
だ
。 

 

ア
パ
ー
ト
に
自
治
会
が
あ
り
、

役
員
は
一
年
ご
と
に
交
代
す
る
。

一
号
室
が
今
年
度
な
ら
、
二
号
室

が
次
年
度
と
、
順
番
に
役
員
を
し

て
い
く
。
防
草
シ
ー
ト
は
去
年
の

役
員
が
決
め
て
や
っ
た
こ
と
だ
。

任
期
が
終
わ
り
、
シ
ー
ト
は
一
部

張
り
残
し
て
い
る
。
今
年
の
役
員

は
、
シ
ー
ト
張
り
の
結
果
、
様
子

を
見
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
張
り

残
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。 

 

名
も
知
れ
な
い
小
さ
な
花
が
咲

い
て
い
た
り
、
何
処
か
ら
来
た
の

か
問
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
見
栄

え
の
立
派
な
花
が
咲
い
て
い
た
り

す
る
。
丈
の
高
い
草
、
短
い
草
、

様
々
。
草
ぼ
う
ぼ
う
を
よ
い
こ
と

に
、
犬
に
糞
を
さ
せ
た
り
、
ご
み

を
捨
て
た
り
す
る
人
も
い
る
に
は

い
る
。 

 

だ
が
一
面
黒
い
防
草
シ
ー
ト
で

お
お
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
思
考
の

余
地
が
な
い
よ
う
な
、
閉
ざ
さ
れ

た
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

「
草
刈
り
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
っ
て
い
い
わ
」 

「
全
部
、
張
っ
た
方
が
い
い
わ
ね
」 

 

掃
除
の
日
、
草
刈
り
を
し
ゃ
が

ん
で
や
っ
て
い
た
た
め
に
痛
く
な

っ
た
腰
を
さ
す
り
な
が
ら
、
耳
が

遠
く
な
っ
た
の
か
、
大
声
で
会
話

し
て
い
る
。 

 

そ
の
会
話
を
浮
か
ぬ
顔
し
て
聞

い
て
い
る
人
も
い
る
。 

 

ど
ん
な
事
情
が
あ
る
の
か
、
掃

除
の
日
に
出
て
こ
な
い
人
も
い
る
。

そ
の
人
た
ち
は
、
こ
の
風
景
、
ど

う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 
夏
、
ケ
ヤ
キ
が
葉
を
落
し
た
。

異
常
な
暑
さ
の
せ
い
で
は
な
い
。

五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
は
、
葉
を
落
し

て
い
な
い
。
ひ
そ
ひ
そ
話
を
つ
な

い
で
ゆ
く
と
、
防
草
の
効
果
を
高

め
る
た
め
に
防
草
シ
ー
ト
を
張
る

前
に
除
草
剤
を
撒
い
た
ら
し
い
。

境
界
石
は
土
を
ち
ょ
っ
と
掘
っ
て

置
い
た
位
だ
か
ら
、
土
中
に
入
っ

た
除
草
剤
が
、
ケ
ヤ
キ
の
木
の
根

に
影
響
し
な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ

う
。
除
草
剤
が
効
い
た
ん
だ
。 

ひ
と
月
ほ
ど
経
っ
て
、
防
草
シ

ー
ト
風
景
を
眺
め
て
、
雑
草
と
い

う
名
の
草
は
な
い
。
草
に
は
そ
れ

ぞ
れ
名
前
が
あ
る―

―

と
か
、
な

ん
と
か
。
聞
き
か
じ
り
の
言
葉
を

言
っ
て
み
る
。
に
わ
か
に
草
の
味

方
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
。

今
度
は
、
ケ
ヤ
キ
を
見
上
げ
る
と
、

葉
を
落
し
た
、
あ
ち
こ
ち
の
枝
の

先
、
緑
色
が
見
え
た
。
葉
の
よ
う

だ
。
よ
み
が
え
っ
た
の
か
。
目
を

凝
ら
し
て
、
も
う
一
度
見
上
げ
て

見
た
。 


